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絶食負荷ラ ッ ト胃小窩細胞お よび副細胞に お

け る酸性粘液分泌に よる 胃粘膜防御機礎

正常皮膚付属器にお ける レクチ ン結合能の 検

討
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匸目的】胃粘膜防御機構 にお い て重要な役割

を 演じて い る粘液分泌の メカ ニ ズ ムを明 らか

に するた め 、 粘液分泌速度を低下させ る 目的

で ラ ッ トに 長期絶食負荷 を施し 、 胃粘液分泌

動態とそ の 質的変動につ い て組織 化学的に非

絶食群 と 比 較検討した 。　【方法】 7 週令の ド

ン リュ ウ系雄性 ラ ッ トを水道水の 自由飲水下

に 7 日間絶食負荷 し 、 カ ル ノア固定胃底腺組

織に対 し 、 AB−PAS，　HID−AB，　paradoxical 　ConA

染色 、
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織化学 と してカ コ ジル酸鉄 コ ロ イ ド反応お よ

びacid 　phosphatase染色を行 っ た 。 また 、 胃

液分泌量とpH測定も合わせ て 行っ た 。

【結果】絶食胃粘膜では酸分泌の 著し い低下

と酸性粘液 の粘膜 内蓄積 が顕著に認め られ 、

その 分布は表層粘膜細胞 や副細胞 にまで 拡大

して い た 。 非絶食群の 表層粘膜ゲル層は中性

粘液と酸性粘液が交互 に 折り重なる重層構造

を示し 、 食事刺激に伴 い 胃小窩から噴 出する

酸性粘液の 柱も観察され た 。また 、 胃小窩細

胞の 粘液顆粒は カ コ ジル酸鉄 コ ロ イ ド反応の

染色性よ り少な く と も 4 型 に 分類 さ れ た 。

【考察】胃小窩細胞お よび副細胞の酸性粘液

分泌に よ る 胃酸分泌に 対す る 胃小窩防御機構

の 存在が示唆され た 。

　組織や細胞 に存在す る糖鎖構造の 分布様式

は、細胞間で 差異を来すこ とが知 られて い る 。

レクチ ンは、特定の糖鎖構造と特異的に結合

するタ ンパクや糖タ ンパ クの
一種で あ り、そ

の結台能の有無で糖鎖の 性状や変 化を把握す

る こ とがで きる 。 我 々 は、成人 皮膚生検材料

を用 い て 、正常皮膚付属器 にお ける レクチ ン

結合能を検討 した 。

【材料と方法 】88症例の 10％ホル マ リン固定、

パ ラフ ィ ン包埋の 4 畑 切片で 、ビオチ ン化

レクチ ン の 5 種 ： PNA ，　 SBA ，
　 DBA お

よび UEA − 1 （以上Vector社 ） とHPA

（ E−Y社）を用い
、 それ ら の 結台能を夫 々 A

BCキ ッ トで処理 、　 DAB で発色 して検討した 。

【結果 と考察 】エ ク リン汗腺分泌部で は 概ね

暗調細胞は UEA − 1 陽性、明調 細胞は HP

A 陽性 。 アポ クリ ン 腺分泌部の 内腔側胞 体縁

はどの レクチ ン も散在性に陽性、成熟脂腺細

胞は PNA 、　 SBA 、　 HPA 陽性 。 内毛根鞘

細胞は 5種の レクチ ン とも陽性 、外毛根鞘細

胞全域で PNA が陽性を示 してそ の他の レク

チ ン は毛根鞘 中間部の み に陽性 。 上述 し たよ

うな正 常皮膚 付属器細胞にお ける レ クチ ン 結

合能に性差はみ られ ず、その把握は 、皮瞬付

属器腫瘍鑑別 に有用で あろ う。
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